
2月定例教育委員会

資料報告

○資料報告■覧

。「令不日6年度長崎県教職員研修計画」の策定につしヽて
、          (教 育センター)

。令和6年度栄養教諭選者試験の結果につしヽて

(義務教育課)

・ 令和6年 3月′ム`立高等学校卒業予定者の就職内定状況について

(高校教育課)

。令和6年度県立中学校入学者選抜の実施状況等について

(高校教育課)

・ 高校生の活躍 (農業)について
ン
        (高 校教育課)

。令和6年度県立学校職員 (船員)採用選者試験 (追加募集)「

について                  (高 校教育課)

・ 第78回国民スポーツ大会冬季大会について

(体育保健課)

・ 令不日5年度第 2回長崎県立長崎図書館協議会の会議結果

について                  (長 崎図書館)

※資料配布での報告とさせていただきます。

※御質Fロロがあれば、御連絡ください。
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教育セ ンター

件  名 令和 6年度 長崎県教職員研修計画の策定について

概  要 可.趣旨及ぴ経過

「長崎県 教員等としての資質の向上に関する指標」 (以下 「指標」)を

踏まえ、第四期長崎県教育振興基本計画を念頭に置いて、「令和 6年度 長

崎県教職員研修計画」を策定した。

・令和 5年 11月 28日  「フ■キンググループ会議」の開催

。令和 5年 12月 22日  「教職員研修計画策定委員会」の開催

2.令和 6年度の基本方針 ～「新たな教師の学びの姿」の実現～

(1)二人二人の課題に応じた資質能力向上への対応

(2)新 しい時代の多様な教育課題への対応

(3)学校・教職員の多様な学びへの対応

(4)研修成果の評価と活用

3.令 和 6年度の重点項 目

(1)今 日的な教育課題 に対応 した研修の充実 とこれか らの教育に資

す る研修 の構築

｀既存 の研修講座 の検証・工夫改善

。「新たな教師の学び」の姿 を実現 した研修の新設及び充実。

(2)「 指標」 に基づ く研修の実施

・育成 を図るべ き資質能力の明確化 と参加す る 目的の焦点化心

。高めた資質能力 を教育実践 の中で生かす支援。

(3)「 教員研修 プ ラン トフオ~ム 」 を活用 した様 々な研修 の提供

う令和 6年度 か ら導入す る 「教員研修プラッ トフオーム」 の活用

・研修 を多様 な機会・形態 による研修 の提供。

(4)研修 内容お よび研修機会の幅広い選択肢の提供

・外部機 関 との連携 によ り幅広い研修 内容の設定 '提供

3.今 後の対応

3月 中旬、各市町教育委員会並びに各県立学校へ通知

-1-
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令和 6年度 長崎県教職員研修計画 概要版

「新たな教師の学びの姿」の実現
1-人一人の課題に応 じた資質能力向上への対応

2新しい時代の多様な教育課題への対応

3学校・教職員の多様な学びへの対応

4研修成果の評価 と活用 g教職員研修計画11ペ ージ

長崎県教育委員会 tυ

今 日的な教育課題に対応 した効果的・効率的で質の高い研修の実現

1今日的な教育課題に対応した研修の充実とこれからの教育に資する研修の構築

2「長崎県 教員等としての資質の向上に関する指標」に基づく研修の実施

3「教員研修プラットフォーム」を活用 した様々な研修の提供

4研修内容および研修機会の幅広い選択肢の提供    げ教職員研修計画12ペ ージ

重点項 目

「令和 6年度 長崎県教職員研修計画」は、第四期長崎県教育振興基本計画の「つながりが創る豊かな教育」といったテーマを念頭に置いて「新たな教師の学びの
姿」の実現 (教師の「個別最適な学び」、「協働的な学び」の充実を通じた「主体的・対話的で深い学び」の実現)を めざして策定しました。

教職員としてその職責を果たすためには、教え導く者としての基盤である人間性を磨き、教育の専門家としての力量を高めなければなりません。子供たちの
「個別最適な学び」「協働的な学び」の充実や、「探究的な学び」といった視点から学びを捉え直し、新しい時代を生きる子供たちを育成することが求められて
おり、教職員自身も探究的に学び続けることが必要となります。

また、長崎県の教職員の職種や職歴に応じて求められる姿は、「長崎県 教員等の資質の向上に関する指標」にも示しており、長崎県教職員研修計画はその指
標に基づいて策定しています。

令和 6年度 研修実施に係る基本方針

「長崎県 教員等 としての資質の向上に関する指標」の活用について
―
画
Ｉ

題

○
教
員
の
大
量
退
職
　
大
量
採
用

課

○
新
し
い
時
代
の
教
育

へ
の
対
応

○
社
会
の
急
速
な
変
化

継続的な研修環境の整備
指標・研修計画の策定等

教員 は学校で育つ
テーム学校・地域とともにある学校

学び続ける教師
教えの専門家・学びの専門家

基礎的・基盤的な学修
教職課程コアカリキュラム

大学

7ペ ージ

教
員
の
資
質
能
力
の
向
上

育成・採用・研修を通じた新たな体制の構築

○教員等が高度専門職としての職責、経験及び適性に応 じて身に付ける資質を示 したもの

○教員等の資質の向上を図る際の目安であり更に高度な段階を目指すてがかりとなるもの

|げ教職員研修計画10ペ ージ

指標とは

′
管理職員として
①研修履歴を活用した対話に基づく受
講奨励

②業績評価等の面談等
③校内研修の推進
④校内における初任者研修等の指導

教員等として´

①各ステージにおける教員として求められる姿
の把握

②定期的な自己評価と自身の状況の明確化
③自身の課題改善やさらに高度な段階を目指す
取組の実践

④管理職との対話により各種研修会への参加を
決定 (OJT、 自主研修、校内研修、法定研
修及び校外研修 等)

※「新たな教師の学びの姿」に基づき資質能力
の向上を目指す。Ⅷ

げ教職員研修計画10ペ ージ
https://、ぃぃv.edu― c newsted.ip/?patte id=55

指標・指標の活用についてはこちら

具体的な活用方法



義務教育誤

件  名 令和 6年度栄養教諭選考試験の結果について

概  要 令和 6年度に長崎県公立学校栄養教諭 として任用するために、任用替え

の選考試験を令和 5年 12月 27日 (水)に長崎県庁で実施 した。

刊 試験内容

小論文及び面接 (模擬講話及び個人面接)

※校長から提出された受験者の評価表を別途審査

2 受験者及び任用者数等

出願資格該当者数
(R5.4.1現在 )

志願者数 受験者数 任用者数

小 。中学校等 7 4 4 4

特別支援学校 1 0 0 0

計 8 4 4 4

3 合格通知及び配置

令和 6年 2月 下旬までに合格通知を行い、令和 6年度定期人事異動に

あわせて発令する。   ′

<参考>
○職務内容

従来の学校給食管理業務に加 えて、勤務校及びその近隣校において、

児童生徒の食に関する指導を職務 とする。

【栄養教諭の主な職務】

(1)学校給食の管理 (栄養管理及び衛生管理)

12)授業及び給食時間等における食に関する指導

(9 肥満傾向等の児童生徒に対するカウンセリング (個別指導)

僻)家庭や地域社会への啓発活動推進等

O出願資格

(1)長崎県公立小中学校及び義務教育学校の学校栄養職員、県立特別支

援学校の栄養士

修)教育職員免許法に定める栄養教諭 (一種又は二種)免許状所有者、

又は令和 6年 3月 31日 までに取得見込みの者

(9 上記 (1)の職を 3年以上経験 している者 (令和 6年 3月 31日 現在)

○令和 5年度 栄養教諭等配置数

栄養教諭 学校栄養職員・栄養士
計

正 規 再任用 正規 再任用 欠員補充

小・ 中学校 90 2 8 0 15 115
特別支援学校 6 0 1 0 2 9

計 96 2 9 0 17 124
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件 名
令和 6年 3月 公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について

〔1月 末現在 全日制 日定時制 高校教育課調査〕

概 要 1 就職内定状況

項 目
令和4年 3月 卒

(1月 末)

令和5年 3月 卒

(1月 末)

令和6年 3月 卒

(1月 末)

増減

県  内 (%) 97. 2 96. 4 96. 8 +0.4

県  外 (%) 97. 5 98. 7 99. 2 +0.5

全  体 (%) 97. 3 97. 2 97. 6 +0.4

県内割合 (%) 70.0 67. 2 67. 5 +0.3

県外割合 (%) 32. 8 32. 5 -0,3

未内定者数 (人 )

(う ち公務員)

57
(26)

59
(1 3)

48
(13洸

-11
(± 0)

○全体の就職内定率は、 97.6%で 、前年同期比 0.4ポ ィン ト増加 して
いる。

○県内割合は、 67.5%で 、前年同期比 0.3ポ イン ト増加 している。
O未内定者数は、48人で、前年同期比では 11人減少 している。

2 学科別就職内定状況

○県内希望者は前年同期比 62人減少、県外希望者は40人減少 している。

鞘 名
韓

予定者数

就職希望者数 就職内定者数 鰤 内定者

県内割合

昨年同期
県内割合県内 県外 小計 県内 聯 小計 県内 県外 計 (▲ )

普 遍 3,723 200 50 250 195 47 232 92.5 91 0 92,0 79‐ 711 72.5引

農 葉 436 195 58 259 185 246 94.9 105.2 97.2 75.2略 ?9.4引

工 葉 1,080 462 385 947 457 384 841 98.9 99,7 99.3 54.5絲 54.19

前 采 731 219 75 291 215 71 23S 98.2 94 7 97.3 75.21t 76.59

水 建 46 24 9 33 23 9 32 95.9 100.0 97.0 71.9監 76.3引

家 庭 71 9 4 19 8 4 12 98.9 100.0 92.3 667鶴 100.0引

看 護 24 1 0 1 0 1 1000 100.0 1000引 0

F青      :瞬 95 3 1 4 3 1 4 100.0 100.0 100.0 75.9鶴 100.0馴

悟 祉 11 1 1 2 2 0 2 200.0 00 100.0 100,0駅 0

そ  の  他 266 12 2 14 12 2 14 100.0 100 0 100.0 85.7唄 86.7駅

総 681 217 46 263 209 47 夕56 96.3 102.2 97.( 81.611 794隅

合計(a) 71104 1,349 691 1,974 1,300 626 1,926 90.G 99,2 97.( 67.5鶴 672X

臣F千 1lil母月膏T(ゆプ 71450 1,405 671 2,076 1,355 662 2,017 96.4 98.? 97.を 67.2,(

昨年同期比 (a)― (b) -346 62 ■ 0 -102 -55 -36 -91 0.4 0.5 0.4 0.3射

「

「
一
『
　

　

一
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高校教育課

件  名 令和 6年度長崎県立中学校入学者選抜の実施状況等について

概  要 1 検査の期 日及び方法

令和 6年 1月 7日 (日 )適 性検査、作文及び面接

2 各県立中学校入学者選抜検査の実施状況

※入学辞退による定員補充については、補欠入学予定者の中から入学意思を

確認して入学予定者に充てる。 (入学意思確認期間 1/19(金 )～ 3/29(金))

3 検査後の日程

中学校

区 分
長崎東中学校 佐世保北中学校 諫早高年学校附属中学校

定   員 120名 120名 120名

志 願 者 数 233名 277名 274名

男 女 101 132 140 137 123 151

志 願 倍 率 1.9倍 2.3倍 2.3倍

欠 席 者 数 1   名 2 名 5 名

受 検 者 数 232名 275名 269名

男 女 100 132 138 137 121 148

受 検 倍 率 1,9倍 2,3倍 2. 2倍

入学予定者数

(1月 12日難 )

52

(43%)

68
(57%)

62

(52%)

58
(48%)

58
(48%)

62

(52%)

期 日・期 間 事 項

1月 15日 (月 )ま で
入学予定者の発表

(入学予定者通知文。選抜結果通知書の発送による)

1月 15日 (月 )～
1月 19日 (金)必着

入学意思確認書の受付       ,
(入学辞退者は 19日 (金).正午までに連絡)

1月 19日 (金)15時～

3月 29日 (金 )

欠員補充による入学予定者の意思確認

-5-
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4 の志願者数と志願倍率の推移

長崎東中 佐世保北中 諫早高附属中

志願者数 倍 率 志願者数 倍 率 志願者数 倍  率
平均倍率

H28 389 3 2 319 2. 7 332 2. 8 2. 9
H29 452 3. 8 370 3.  1 352 2. 9 3.  3

H30 407 3. 4 806 2. 6 306 2. 6 2. 9
H31 361 3. 0 303 2. 5 324 2, 7 2. 7
R2 364 3. 0 297 2. 5 325 2. 7 2. 7
R3 328 2. 7 288 2. 4 289 2. 4 2. 5
R4 279 2. 3 300 2. 5 280 2. 3 2, 4
R5 302 2. 5 287 2. 4 296 2. 5 2. 5
R6 233 1.  9 277 2. 3 274 2. 3 2. 2
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高校教育課

件  名 高校生の活躍 (農業)について

概  要
諫早農業高等学校

(1)「第11回 食品産業もつたいない大賞」

(主催 :公益財団法人 食品等流通合理化促進機構 協賛 :農林水産省

後援 :環境省 i消費者庁)

・成 績

農林水産大臣賞

受賞者 諌早農業高等学校 生物工学部

応募数 32件

内 容

テーマ 「フー ドロスニュー トラル活動で食品ロスから次の食品へ !」

～H‐笹島との連携で行 う食品残澄堆肥づ くり～

対馬市 と連携 し食 品ロスの解決に取 り組む。令和 2年に市民、高

校 、市役所 との連携 による 「フー ドロスニュー トラル活動」 (食

品 ロス→堆肥→食 品→食 品 ロス)を 開始。令和 3年 に対馬食品残

澄堆肥 「堆ひつこ」を完成。家庭系食 品ロス資
′
源化のモデル とし

て評価。

(2)「第21回 農業高等学校生 意見文全国コンクール」

(主催 :日 本農業教育学会)

成 績

最優秀賞

受賞者

応募数

諫早農業高等学校 バイオ園芸科 3年 1内 田麟太朗

33件

内 容

テーマ 「茶碗一杯分の想いから始まる私のサスティナブル農業」

上記 (1)の研究をもとに、意見文として標記コンクールヘ応募。食品

残澄による肥料であるため、家畜用資料 (エ コフオード)と しての活用、

経営分析の取組、地域の研究機関との連携による活動を評価。

-7-
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件名 令和 6年度県立学校職員 (船員)採用選考試験 (追加募集)について

概要

1職  種
船員 (甲板員、機関員)

2 募集人数及び出願資格

3 出願期間 令和 6年 2月 8日 (木)年令和 6年 3月 8日 (金 )

※当日消印有効 持参の場合は午後 5時まで

4 選考試験

(1)試験 日時

(2)試験会場
令和 6年 3月 17日 (日 )午前 9時 30分～
長崎県庁行政棟 3階  308会 議室
(長崎市尾上町 3-1)

①小論文  ②個人面接
令和 6年 3月 29日 (金)予定

(3)試験内容
(4)合格者発表

募集職種
募集
人数

対象者及び資格

船

員

甲板員 1名

①昭和 39年 4月 2日 から平成 18年 4月 1日 までに生
まれた者

②下記のいずれかに該当する者
・5級以上の海技士 (航海)の免許を有する者、又は令

和 6年 3月 31日 までに当該免許を取得する見込み
の者

・5級以上の海技士 (航海)試験の筆記試験に合格して
いる者

・船舶職員養成施設の課程を修了し5級以上の海技士

(航海)試験の筆記試験が免除される者、又は令和 6

年 3月 31日 までに同養成施設の課程を修了見込み
でΠ試験の免除が見込まれる者

③地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者
④日本国籍を有する者

機関員 2名

①昭和 39年 4月 2日 から平成 18年 4月 1日 までに生
まれた者

②下記のいずれかに該当する者
・5級以上の海技士 (機関)の免許を有する者、又は令

和 6年 3月 31日 までに当該免許を取得する見込み
の者

・5級以上の海技士 (機関)試験の筆記試験に合格して
いる者

・船舶職員養成施設の課程を修了し5級以上の海技士

(機関)試験の筆記試験が免除される者、又は令和6

年 3月 31日 までに同養成施設の課程を修了見込み
で同試験の免除が見込まれる者

③地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者

一
　

一‐↓
『
　

　

一

一
　

一

一
建
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体育保健課

件  名
第 78回国民スポーツ大会冬季大会について

概  要 O スキー競技会

1期  間    |
。ジャイアン トスラローム競技

令和 6年 2月 21日 (水)～ 24日 (土 )

2 会  場

。赤倉温泉スキー場 (山形県最上郡最上町 )

3 県選手団 (計 3名 )

監 督 :清水 保穂 (所属 :ワ イパホームプランエング)

選 手 (成年男子 C(34歳以上)):

西 拓郎  (所属 :医療法人健正会大久保病院)

森 勇造  (所属 :国立大学法人長崎大学)

-9-
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件  名
令和 5年度第 2回長崎県立長崎図書館協議会の会議結果について

概  要
1 開催日  令和6年 2月 5日 (月 )

2 場 所  長崎県立長崎図書館 (ミ ライ on図書館 )

3 出席者 長崎県立長崎図書館協議会委員 9名 (1名欠席)

館長、副館長、各課長等

4 会次第  (1)開 会

(2)令和 5年度主要事業実施状況について

(3)令不日6年度事業計画 (案)について

(4)その他

5概 要

○令和 5年度の事業実施報告 (令和 5年 12月 末現在 )

○令和 6年度の事業計画 (案)について説明

<主な意見>

○電子書籍及び ミライ on図書館アプ リの利活用について

○妊娠期及び乳幼児期からの読書への関 り
｀
について

6 今後の予定等

・令和 6年 8月 に令和 6年度第 1回会議を開催予定

※参考

図書館協議会 (根拠法令 :図書館法第 14条)      |
図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行 う

図書館奉仕につき、館長に対して意見を述べる機関

…10-



―
令和5年度   :

第2回長崎県立長崎図書館協議会

日時 :令 不□6年 2月 5日 (月 )13:30～ 15:30

場所 :ミライon図書館 多目的ホール

-11-
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会 次 第

委員名簿

令不□5年度主要事業実施状況

令不□6年度事業計画 (案 )
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３
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会  次  第

1開 会

2内 容

(1)肴和5年度主要事業実施状況について

(2)令和6年度事業計画 (案)について

(3)その他

3′ 閉 会

2

-13-
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長崎県立長崎図書館協議会委員筈簿

数

期

定

任

10人

令和5年3月 1日～令不日7年7月 31日

構成区分 氏名 役職名

1

学校教育の関係者

前田 和信 長崎市立長崎商業高等学校長

2 百合野 寿美子 長崎市立小江原中学校長

3

社会教育の関係者

佐野 浩子 長与町社会教育委員

4 中尾 香代写 佐世保市立図書館長

5 本多 悪美子
長崎県読書グループ連絡協議会

理事

6
家庭教育の向上に資

する活動を行う者
山本 博美 家庭教育アドメヾイザー

7

学識経験者

浜□ 美由紀

長崎純,b大学

文化コミユニケーション学科教授

早坂記念図書館長

8 演田 久之

長崎大学病院

医療教育開発センター教授´

長崎大学附属図書館長

9

公募委員

桑原 淳志

10 原田 信子

一　
　
一
「
【
　

　

　

一　
一　

　

　

一
二

3
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令和5年度主要事業実施状況

1 図書館奉仕の充実

(1)資料提供サービス

2 資料の収集

(1)一般・児童資料

On

※2 ミライon図書館の資料の郷土課への取寄せ

(2)広 域支援等

※ 新聞・雑誌を合冊製本した場合は、合冊製本した資料を1点として計上

(2)郷土資料

した場合は、合「]製本した資料を1点として計上

4

-15i

令不[15年12月 末実篠

ミライon図書館貸出冊数

(うちサテライト分 884冊※1)

(
個人 553,299、 市町立図書館箸

読書会 861、 県外相互貸借 779
3P,5P31605,356冊

ミライon図醤館内貸出冊数 451冊

郷上課貸出冊独 27,877冊  (うちサテライト分21,787冊※2)

郷土課館内貸出冊数 2,647冊

レフアレンス受付数 13,415件  (ミライon 12,768、 郷土課 647)

還隔地返却サービス 978イ牛 (3,508冊 )

登録者数 (緊計) 50,323,入  (ミライo n 43320、 郷土課 2,O03)

令和5年 12月末実績

市町立図書館等への貸出 33,563「]

(内数)協力貸出 31,767冊

(内数)一括貸出 1,796冊

読書会用テキスト貸出 861 冊

インターネット取り脅せ申込 2,86S件 (5,852冊 )、

協力車の巡回 86回

図書館専用ページでのサービス 14件

(内数)情報広場質問誉文 7件

(内数)お矢□らせ掲載数 7件

宿不□3年度 禾

`令
夭Π4妊盆日芙Ⅲ

需不□4年度禾
r令夭Π5短3日 夫う

宅和5年 12月 末実績

図書受入冊数 22562冊 21,561 冊 16,252冊

新間 。雑誌タイ トル数 1,521不重 1,553種 1,426不重

新間・雑誌受入凱※ 10,137点 9,736点 7,442点

令不[3年辰禾
r令夭nz生 生食日芙う

令ネロ4年度 禾
r令禾nS伍∩日芙う

令和 5年12月末実績

図詈受入冊数 12,682冊 5,018冊 3,354冊

433種 369不重新聞・ 雑誌タイ トル数 420不重

2,519点 1,677点新聞・雑誌受入数※ 2,954点

※ 新間・
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3 研修会 。会議 。講座の開催

(1)図書館実務研修会 (長崎県′ム`其図書館等協議会其催、対象 !県内′ム`其図書館等職員)

※長崎県大学図書館協議会と連携

(2)長崎県公共図書館等協議会総会

(3)長崎県′ム`崇図詈館長等会議

(4)長崎県立長崎図書館協議会

5

-16-

期  日 内  容 請  8雨 人撫

第 1□ 7月 3日 (月 )

①
②
「著作権について」
「ミライon図書館・

デジタルライプラリ
郷土資料
―事業に

センター
ついて」

③「五島市立新図書館紹介」

①県立長崎図書館
奉仕課 若杉 諒氏

②県立長崎図書館
資料課 鈴木 伸哉氏

企画・広域支援課
橋本 正信氏

郷土課 出川 正明氏
③五島市立図書館

山本 泰三氏

(

129

働

第2□ 10月 16日 (月 )※

①「レファレンスのコツ」
②「図書館利用に障害のある人々へのサービス
読書′ヽリアフリー法を活用してサービスを進め

よう」※講師体調不良により次年度に延期

①元国立国会図書館職員
慶應義塾大学文学部講師

小林 昌樹氏
②埼玉県立ス喜図書館
ノヽリアフリー読書推進担当

佐藤 聖―氏 (

152

来館
31
WEB
125)

第3固 1月 29日 (月 )

①「地域 (郷土)資料のアーカイブと利活用入
P∃」
②l青報交換余
◎郷土資料セ

:小グループに分かれて実施
ンター内見学

①京都府立京都学
資料課 若林

。歴彩館
正博氏

53

曾翰

具月 日 内容 場所

6月 19日 (月 )

事業及び決算報告、会計報告、次年度の事業計画 (案)及ぴ
収支予算 (案)について ミライon図書館ニ

ヨ

「
　

　

一
期  日 内容 場所

司1月 6日 (月 ) 協議会表彰、照会事項等に関する協議、事例発表 ミライon図書館

期  日 内容 場所

9月4日 (月 ) 運営状況、主要事業等について ミライon図善館

2月 5日 (月 ) 主要事業の実施状況、次年度の事業計画 (案)について ミライon図書館

一　

　

　

一一　

　

　

当



(5)外部研1多会等への講師派遣

期  日 内容 場 所

4月 刊8日 (火)

長崎市中央公民館「おやじのモーエングカレッジ」講演

「未来I〒つな1憂妥熙露墾豊著天基育むために～
ミライ on図書館

5月 13日 (土)
第224回島原市民支イヒ講座
「ふるさとへの愛～宮崎康平・和子ご夫妻と長崎の東学～」

島原市
森岳′ム`民館

5月 15日 (月 )
活水女子大学の1年生全員対象
「図書館活用法について」

活水女子大学
東山手キャンパス

6月25日 (日 )

長崎県ながさきフアミリープログラムフアシリテータの会
第1国スキルアップ研修会
「次代を生きる人を育むために

～未来につなぐ県立図書館として～」

長崎県庁

6月27日 (火)
活水女子大学の1年生全員対象
「図書館活用法について」

活水女子大学
大村キャンパス

6月 28日 (水) 県教育センター所員研修「館長講話」 ミライon図書館

3月 22日 (火 )

県学校図書館研究大会講演
「次代を生きる人を育むために」

～未来につなぐ県立図書館として～
諌早文イヒ会館

10鳳 11日 (水 )
郷土資料センターで長崎の文化を探る (1)
一長崎ゆかりの文学について一

郷土資料センター

10月 18日 (金 )
郷上資料センターで長崎の文化を探る (2)
一郷土資料センターの利用案内一

郷土資料センター

10月24日 (央 )
西諌早図書館文学講座
「司馬還太郎と長崎」

西諌早公民館

10月25日 (金 )
郷上資料センターで長崎の文イLを探る (3)
一郷土資料の中又集についてエ 郷土資料センター

HO月28日 (■ )

令不05年度 島原市子育て応援講演会
「次代を生きる我が子を育むために

～ことばの力を強くする～」
島原市保健センター

1月 26日 (金 )
長崎純心大学1年生対象
「大学生活に欠かすことのできない図書館の活用」

長崎純心大学

1月 27日 (上 )
令和5年度 幼児教育研究発表会
「幼児期の読書習1贋 について」

長崎大学教育学部附属幼稚園

2月 6日 (火)

(予定)

させぼ子育て講座
「次代を生きる人を育も

｀
ために」

～学びの力、つながる力を強くする～
佐世保市立日野llヽ学校

6
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2月 17日 (■ )

(手定)

佐世保市「家読 (うちどく)」 請演会
「次代を生きる人を育むために」

～言葉の力を強くする～
佐世保市総合教育センター

(6)課題解決支援等講座

①ビジネス・産業

②医療・健康

期  日 講演・ 講座名 講  師 人数

4月 5日 (水)～

就労相談会

¬2月末硯在 33国実施済み
共催 :長崎県人材活躍支援センター

長崎県人柑活躍支援セン
ター 53

4月 7日 (金)～

よろす支援拠点大村出張相談会 (経営相談会)

12月末現在 8回実施済み
其催 :長崎県よろす支援拠点

長崎県よろす支援拠点 80

5月 3日 (水)

空港と港から見るわたしのくらし
其催 :九州地アj整備局

長崎港湾・空港整備事務所

九州地フj整備局
長崎港湾・空港整備事務所

職員
30

6月 24日 (■ ) 第¬国おおむらのしごと 有限会社
代表取締役

シュシュ
山□成美氏

範

7月 16日 (B) 第2回 おおむらのしごと 銀圏庵水主 筆頭剛人
中山 智介氏 28

8月 6日 (日 ) 夏休み !親子おかね教室
長崎県金融広報委員会
金融広報アドバイザー

野□ 宏子氏
30

12ナ]16日 (土 )
いちどのヒミツを解き明かそう
共催 :長崎県農林技術開発センター 農林技術開発センター 400

」
一
一

一　
　

一．「
『
‐
　

　

「

期  日 講演・講座名 講   師 人数

4月 21日 (金 )

9月 22日 (金 )

認矢B症サポーター養成講座
共催 :太村市長寿介護課

地域包括支援センター

大村市長毒介護課
地域包括支援センター職員

62

10月 29日 (日 )
シエア世代のスマホ講座
共催 :ながさき生涯現役応援センター 恵三氏清水 17

11月 19日 (日 )
依存症啓発セミナー
其催 :県央保健所

ギャンプル等依存症専P日医療機関
あきやま病院精神科医8Π 兼

県央保健所依存症対策地域関係者
検討会長 福田 貴博氏

45

毎月第3木曜日
あたまイキイキ音読教室

(刊 2月末現在)
ミライon図語館H説員 122

2月 10日 (■ )

(:予定)

第9回がんフォーラム 市民公開請座
共催 :長崎医療センター 長崎医療センター医師

7
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③子育て等

④その他

したギャラリー展示等

(7)読書推進・利用l足進の取り組み

期  日 講座名・ 内容 講   師 人数

11月 12日 (日 ) =育
て世代向け資産形成セミナー

共催 :長崎財務事務所

長崎県金融広報委員会
金融広報アドバイザー

伊藤 売構l氏
財務省 長崎財務事務所員

47

期  日 語演 。講座名 講  師 人数

11月4日 (■ ) 語りのプロと一緒に声を出してみよう !

話芸写 長崎代表
伊藤 瑞氏

27

2月 24日 (土)

(予定)

法テラス長崎 市民向け法律諮座
「自分と家族のための終活～晩年の備えと死後の備え～」
共催 :法テラス長崎法律事務所

弁護士
岩谷 健作 氏

展示名・連携先

。「自殺手防週間」における普及啓発 (長崎県県央保健所)
。本目続登記義務化ほア〕`法務局の心伍策PR(長 崎地アj法務局諫早支局)

・ l戯器移植普及推進月間に伴う県民への移植医療の普及啓発 (′△`益財団法人長崎県健康福祉事業

団)
。「長崎県発明くふう展」入選作品l也 (一般社団法人長崎県発明協会)
。いちごのヒミツ各解き明かそう (長崎県震林技術開発センター)    ほか  計27イ牛

期  日 講演・ 講座名 人 数

5月 20日 (土 ) 香のとくべつなおはなし会とくべつなおはなし会 55

7月 8日 (■ ) ミライon図書館電子書籍サービス体験会 38

7月 22日 (土 ) 映画「きみの瞳が間いかけている」上映会 57

7月 23日 (日 ) グローバルクラスルーム 38

8月 8日 (火 ) 百科事典を使つてみよう 1 61

8月 19日 (■ ) 夏のとくべつなおはなし会 69

8月 20日 (日 ) ミライon図書館電子書籍サービス体験会 47

8
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8月 26日 (■ ) いしかわこうじさんワークショップ&講演会 112

8月 27日 (日 ) O歳から楽しむ動物たちの謝肉祭 132

10月 25日 (水 )

11月 3日 (金 )

ミライ6n図書館電子書籍サービス体験会 30

10月28日 (土 ) 秋のとくべつなおはなし会 酵

11月 4日 (■) ミライon図書館電子書籍サービス体験会 (五島市立図書館) 30

11月 11日 (上 ) ミライon図書館電子書籍サービス体験会 (平戸図書館) 33

11月 11日 (土 ) 子ども上日央会 29

12月 9日 (■ ) 映画「長いお月uれ」上a央会 74

(3)郷土資料センターの取り組み

①講座

一
　

一
一
［
　

　

一

一
　

　

一　

　

　

一

期  日 講演 。講座筈 講  g市 人数

6月 18日 (日 )
B召和ロマンの旅展関連講座
「欧米人が与いた長崎から雲仙への道」

グラノヽ一園 名誉園長
プライアン・バークガフニ氏 93

7月 30日
9月 ¬8日

(日 )

(日 )

夏休み子供向け講座
「私のオリジナル絵本を作ろう」 郷土課職員

“

9月 17日 (日 )

9月 18日 (祝 )

おたのしみ講座
「豆本ストラップ作り」 郷土課職員 40

1呵 月4日 (土 )
諫早市ゆかりの資料展関連講座
「諌早出身の挿絵画家・椛島勝―」

長崎県美術館 学芸員
森園 敦 氏

15

9
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2月 4日 (日 )

五島列島ゆかりの資料展関連講座
※旅する長崎学講座との共同開催
「長崎県の両生 命は虫類
一新種ゴトウタゴガエルを中心に一」

長幡女子短期大学 教授
松尾 ノム`則 氏

長崎学アドバイザー
本馬 貞夫 氏

7
☆1/198會点

申込者数

3月 2日 (土 )

(予定)
特別講座 吉村昭の「律儀」と長崎

長崎学アドバイザー
本馬 貞夫 氏

②展示

4 インタエネットを通じたサービス情報発信の状況

(呵 )イ ンタ ットサービスの利用状況

5 広報活動

(1)広報誌いしだたみの発行

No。 194(9月 発行)

No. 195(3月 発行テ定)

(2)視察・見学対応

①ミライon図書館

令和5年 12月 末実績

視察者件数 。人数 (16件) 119名
見学者件数 。人数 (19件 ) 768篭

②郷土資料センター

令和5年12月 末実4資

視察者件数 。人数 (3件)  49 名

見学者件数 。人数 (2件)  9名

10
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展示筈・ 期間

・ 8召和ロマンの旅 (昭和初期観光パンフレット)

一旧雲仙公飼事務所資料に見る一
令禾85年3月28日 (火)～6月 18自 (日 )

。"原爆乙女"渡辺千恵手の歩み
一没後30周年を記念して (長崎総合科学大学平不□研究所資料にみる)一
令不l15年7月 4日 (火)～8月 20日 (日 )

。諫早市ゆかりの資料
令不□5年9月 26日 (火)～11月 26日 (日 )

。センター職員の"推し"企画 !「ちゃんぼん展示」
令和5年 12月 12日 (火)～令不□6年 1月 刊4日 (日 )

・五島列島ゆかりの資料
令不86年 1月 16日 (火)ん3月 17日 (日 )

貸出予約 令和5年12月 末実績

Webか らの手約数 16,0591牛

25,1771牛スマートフォンからの写約数

計 41,236イ牛

ホームページアクセス数 令和5年12月末実績

212854件ミライon図雷篤ホームページトップページヘのアクセス蟹只

42,833件郷土資料センターホームペiジ トップベージヘのアクセス叡
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(e)SNSを利用した広報・各種メディアヘの掲載 (郷主資料センター含む)

令和5年 12月 末実績

Twitter投稿数 172件

新聞:冒」載警又 23件

機関紙 。雑誌 13件

テレビ 。ラジオ・外部ホームページ 38件

6 職場体験研修・インターンシップ等の受入 (令不85年 12月末現在)

種 別 職種 実施回数 受入者数

職場体験学習 生徒 3 3

図書館実習 大学生 1 1

社会体験研修 教諭・事務職 2 6

インターンシップ 大学生 2 12

7 新たな取り組みやサiビスの進捗状況について

①電子申請による利用登録の開始 (リ リース日:11/1(水))
○長崎県が提供する「電子申請システム」を利用して、ミライon図吾館の禾」用登録を行うことができる
仕組み。     、
O不」用登録は大村市内分室及ぴ県立図書館郷主資料センターと共通

② 3階「ビジネスコーナー」りニューアル (リ ニューアル日 :1/6(土 ))
O仕事、就職に関する本 (ビジネス 1)、 起業、経営に関する本 (ビジネス2)、

ビジネス入門 (ビジネス3)の 3つに区分けし、貸出可能な資料を増やした。

③協力車以外での市町立′△`共図書館への訪間、情報交換会
O西海市 (11月 )

④電子書籍サービス
Oサービス概要  :パソコンやスマートフォンア)｀ ら電子書籍を閲覧できるサービス
O運用開始日  :令 和5年 2月 25日
O導入サービス :「 KinoDen」 (紀伊國屋書店)

Oコ ンテンツ数 :2,616冊 (9年度追加コンテンツ数 :644冊 )

O利用状況 (運用開始～令不85年 12月末)

アクセス数 18,365回

⑤ミライon図詈館アプリ
Oサービス概要 :ミライon図書館をより便利に利用できるスマートフォンアプリ
O運用開始日  :令和5年 3月 9日
O主な機能   :マイナンパーカードによる利用登録、利用者番号バーコード表示、等
O利用状況 (運用開始～令不□5年 12月末)

ダウンロード挙次  4,273回
新規利用登録者数 570人 (うち離島・半島地区 124人 )

※本アプリによる利用登録ができない人のため、電子申請による利用登録を11月から受付開始。

⑥デジタルアーカイブ                、
Oサービス概要 :希少性の高い資料や劣イヒが進行している資料など、保存の緊急性が高い資料を

デジタルイヒし、デジタルアーカイブとして広く′△`開するサービス。
O運用開始日 :令和5年 3屈 28日
Oコ ンテンツ :(行政資剌)

長崎県公報 (明治23年 7月～平成30年 12月分)、 長崎県職員録 (明治期)

長崎県統計書 (明治期)

(地図)

長崎市地番入分割図(大正8年 )、 長幅と上海(大正 12年 )、 長噂地典佃召不031年 )

(~与真集)

長崎大観 (大正 lЧ 年)、 長膊写真画集 (昭和 2年 )

(その他)

長崎地名者 (明治25年 )、 長崎県史料 (明治44年 )、 ヨヘイ画集 (明治43年 )

乾堂印譜 (B召和 12年 )

計 約284,000コ マ
O利用状況 :アクセス数 2,439(運 用開始～宿和5年 12月 末硯在)
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令和 6年度事業計画 (案 )

1 研修針 会議

(1)図書館実務研修会  (長崎県公共図書館等協議会共催)

※ 6
実施回数を例年の3固から1回に減らすも

(2)長崎県公共図書館等協議会総会

(3)長崎県公共図書館長等会議  (長崎県公共図書館等協議会其催)

(4)長崎県長崎図書館協議会

2 その他の取り組み

。全国図書館大会長崎大会の開催

。電了書籍サービスの更なる普及

3 広報活動

(1)広報誌いしだたみの発行

No.196(9月 発行予定 )

No.197(3月 発行ラ定 )

(2)SNS・ ホームページを活用 した広報の充実

(3)視察・ 見学対応

12
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る こ

場 所期 日 内   容

ミライon図書館

WEB配 信
第 1回 7月

「著作権について」 (仮 )

「第五次長崎県子ども読書推進計画について」_(仮 )

「読書バリアフリーについて」 (l反 )

期  日 内   容 場 所

6月 事業及
(案 )

び決算報告、会計報告、次年度の事業計画

及び収支予算 (案)について
ミライon図書館

期  日 内   容 場 所

未定 照会事項等に関する協議 ミライ op図書館

期 日 内 容

8月 運営状況、主要事業等について

2月 主要事業の実施状況、次年度の主要事業等について




